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　全国の道路行政において、事業におけるアカウンタビリティ（事業の透明性や説

明責任）の向上を推進するため、現状課題を定量的に捉えて成果目標を具体的数値

で示す「成果志向の道路行政マネジメント」への取り組みが始まっています。

　山口県では４つのテーマと８つの指標の目標値を掲げ、道路利用者の方々に実感

していただける「業績計画書」として整理しています。
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数値でわかる事業目標［アウトカム指標］
道路に関する諸問題を数値で表すことで、道路の現状と改善の目標を明らかにします

　例えば山口県における渋滞の問題を「渋滞損失時間」というアウトカム指標で表すと、年間4,321万人時

間（一人当たり29時間）が失われていることになります。この業績計画では、平成19年までに、これを年間

4,104万人時間（一人当たり27時間）に削減することを目標としています。

　このように、本計画書では従来わかりにくかった事業目標を、アウトカム指標として数値化し示すること

で、よりわかりやすいものとする工夫をしています。

▲アウトカム指標（平成16年度実績値）でみる山口の道路




